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言き

Masataka KURABA Y ASHI 1948 Effect of Temperature Upon the Differential Reac喝

tion of Chromosomes. Low Temteraiure Science lWith English r，sume p. 103). 

染色鵠の退色反爆に及ぼす温度の影響*

倉林正備

C;Jtif，Jill:犬猿迎!接部植物慾数室， 1攻i良平!1-象研究所生物事部門〕

ヱンレイサウ麗o二倍依物ツクパネサウの怪珠組織をなすりつけ法にて観察した所，分裂の

中期及び後i自に，染色般の特定部分に特殊な構誼が見出された(第1[，¥':iJ).回定は 1945年5月

2日になされたもので，札幌試象護の記録に依れば，田定前24時間の温度経化は 4.1
0
C-7.7

0
C，

平均6.0
0

Cでるづた.此の特殊構世部分は，低温底理された二三の核物に見出されたものと同燥

のものでdうった (DarIington& La Cour 1938， 1940， 1941， Geitler 1940).低温底理によって

染色躍に此様念特殊構詰きが現はれる現象は Differentialreaction と呼ばれて居る (Darlington

& La Cour官官出).吾々 はi止の現象を退色反躍と呼ぶ事にした.共後，結々暖い8，即ち同年

5月7日及び6月5日に再・び同定を行った.温度の鑓化は5月7日には1.90C-12.90C，王子均7.7

OC， 6月5日には 9.3
0

C-15.2
0

C，平均11.7
0

Cであうた.此等の場合にも特殊隣迭は認められた

号暑

が，其の程度はあまり著しくはなかった此の特異な反臨と温度繰件との関係をと明にする鼠に

行った賓験の二三の結果をととに報告する.

材料及び方法

札幌附近の関山山麓に自生してゐる純物を材料として質験を行ひ，筆者の考案したフオイル

グン核酸反臆法の鑓法iて依る標本に依って視察がii'はれた.筆者の鑓法は次の如きものである.

1.心皮を取り去った若い距珠を LaCour 2 BE にて同定 (25分) 2.流水にて水洗 (10分)

3.規定臨自主にて加水分解(10分) 4.流水にて水洗 (5分) 5.股色フクシシにて染色 (45分〕

6.流水にて水洗 (5分) 7.4ラ%Nn般にてなすりつけ蓋尚子に謝肉jをほど Cす.

関細胞分裂は若い距珠組織で観察された.此の組織は，同定が上く，なすりつけが容易及駄

で根端組織よりも勝れてゐる.)g色反/.r&;に封する温度の影響佐賀験するK常つては， ;ft[物搬を

或温度に調節された恒也蕗Jζ入れf所j明の魔殴を行って後上記の方法に依り標本を作った.

退色反擦に劃する温度の影饗

自生j[た態では，退色部分はC染色臨D短腕の末端rz:近い半分に見られた.此の部分は，染り

せ北海i母犬猿f段ia科怒研究所業績完~ 83君主・

低温科翠第4】l苛昭和23年

理事
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の淡い球数玉xえをしてゐてはっきり直別出来る C第1回).然し，此れは資醸の示す如く，退色
反感の最絡の;lj;Ic態ではない.最も反躍の進んだt/k態では洗駒子の誌になる.c染色騒の短腕が
退色反隠の最絡のー欣態を示してゐる記111槌に於いても，他の何れの染色離にも反lf!$は現はれなか

った.此の事から j退色反躍は染色控の内的性質に閥lW~ してゐる事が明らかに云へる.

此の杭物。D染色飽は，共の短腕の末端に附|誌閣を有する.開i諮鐙は共の形態をよく鐙へる

が，共の易縫性仕温Eをに無関係で色る(第5-9臨).従って，此の報告ではC染色般のW:HTiiの

みについて記述を進める.

第1図 自生状態で悶定された花
キ1:の細胞の分裂後期.1300傍

B 

D 

第2箇 4811目。.Cに夜かれたJl主去最組織の分裂rjr
J弘染色慾記就は IIa~" (J 9:;4)による. 1:300倍

低温がjι色反l広に及ぼす作用を総べる詩に

こ組の笈験在行った.先すヘ材料約 20{[r.l躍を

野外より 18"CI'L保うた恒湿器に診した.'l:Bi毘

器内で17時llHを経過した後には，どの分裂f設

にも退色部分は見られなかった.上記。鋸nl

後，材料の内10fr，'，j鰹をぴCのi引毘器に移し換

へ，残りを 10
0

C の iち湿器に移し J~~へた.そし

て1乃至3時11日毎に庇珠生同定し低iKiLの作用
第3麹 第 2 闘に示した分裂filの綴綴鋭Ñi1!il~

120011去 をと伶ペ?と.100Cに移した場合も (tcに移L1<ζ 

場合も，僅かu寺11flvcして退色反!fQ;が現れ，時の経つにてコれてill色部分の濁特な形放は干£々 Iザj
瞭になり， OOCに於い-cは移し換へてから 10時1m後に故経の![た態に注する.更に同ヒ温度に 4

日保ってみたが退色部分の形Ifjたには何常強化が無かヲえ(第2及び、i'd間).10
0

Cに移し?と場合

も，退色部分は現ばれるが，共の形j氏は初護市、j患と最終ilJ，態とのrllHU的形j氏を示ナに!とった.

(U~ß 廊D

説明の促宜上，筆者は退色反応の形見目的朕態を Iから VII迄の 7段i滑に分けた.此ひ模式に

従って，第一の賞騒の結果を第 1 去に纏めた.低温即ちぴC I'L於いては虫色反~if.はヨiど活k顕著

で， 9-10時間で平くも;最終の祇態に諮するのI'C，柏々 高¥，;:、混皮HIlちlO
o
CvZ::於いては反躍は絞
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慢でGbD， 48時間を経ても中関の欣態に止ってゐると云ふ事は注目ナ可き事でるる.

三えに前と諮の笈験主行った.約30侃i韓D材料を，野外よt;III援ぴCのj官混器I'L移じ共)珂に44

時間保った.此D前鹿理に依り，退色部分は皆最格の形態的j伏態乞示した.此の材料を主分し，

夫々 100C，2υ。C及びSOOCの恒i毘器に移し，

1)う宝2時間毎に匹玉去を回定して移し換へた

惑に依る効果をと見ア(:'.共の結果は，前去と向

じ;民式ie用ひて第2去に取り越めて示じてる

る.第2表に明な如く，高温に移し換へる事
1I III l¥' ¥' Vl V1I 

第4闘 退位反感の:連絞約五ゑ態縫化を示す様式闘

に依って3R:~反臨は可諮的に進行し， 200Cで、 C染色箆の怨腕のみを示す.r初めの11た態.VII :ill 
色反民主の;段終!伏怒. II-IV 初後l[た滋と蕊~'Hf足感と

はお時間で，完全に元予告の形態的欣態に復広!! の問の主主行被

ずる，復蹄ずる、速度は温度が高い程平く，低いi1ill.皮即ち100Cでは復蹄が絞漫であり 48時間経

ても不完全である.

移し換へ
た滋皮!

O'C 

10'C 

移し換へ
た汲皮

鯵 1畿

2 

lII-IV 百

1-][ 

箆 2褒

1 e 2 

おj良より低L誌に移し換へる若手の退色反舷に及ぼず効果

診し換へてから絞遇せる時 rm
3- 4 5 6 7 8 9 10 24 48 

V， 

][-1II4 

V-VI i1 VI-VlI vlI VJf 
I-W -W-V lII-W I-W 

おlfu\の退色反隊l1J(t霊に~tする労i桑

診し換へてから経過せる時間
3 4 5 6 7 8 9 10 24 48 

10'(; VlI 官官-v V V-IV IV-lII 
20
0

C VJ[-VI V IV IV -1II 、斑 lI-I 
本

30
0

C V-W IV-I 1 1-][ 

特例外診し換へてから 30分後

退色部分の構造

C染色臨の短院の辺色部分は少くとも闘っゐ部分に~分される(第 5b， 7c， 8a及び 9a凶).

今此れを第一，第二，第三及び第四部分とhヂぷ惑にする.此等のどの部分も悶有の染色程度を

示し，第一部分は最も染色が弱<，第二部分は共立tl'L::oえいで弱い.第三，第四部分は最も染り

が強く，退色反応の最絡先/(態にても，此等二つの部分には議〈染る小粒が残ってゐる(第2-3，

5d及び7a岡).退色反感の最初の段i特に於いて，第一部分は染りが淡くなる(第5a及び6al包]).

此の染りの淡くなる事は， m色反qil¥が進むにづれて第一部分より第四部分へと謹む(第5-6
闘).最絡のj氏態tと於いて，第一及び第二部分はー採に絞らなくなって不染部に依る此等ニヲの

部分の限切りがなくなるく第2-3，5d及び7乱闘).此の践に9 抵色部分は;旦色反臨の程度に従

毒警
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議 A

義弘 d 
島

第5趨 18 Cの恨i息苦是に 17時間保
って後， O~C の'W.ì~添に移し換へ
たもの.主主し換へて後の経過時間

は a，h， c，及び dに於て，失々 1，
3;"8及び101l:'i'問である.同一細胞
に於ける中期のじ及び D染色践
の短腕を並べて揃いである

第6闘 J80Cの怪i品i¥.{1:i:に 17時H可保
って後， lO

o
Cの恒i昆器に移し換へ

たもの.移し換へて後の経過i時間

は， u. 1). C及び dに於て夫々 1，

5， 7"，及び 48時間である.第 5-s
I司ともに 2000ii告

って共の形j氏を謎へる・即ち，退色反応は縛i進的にその程度a::進める過程から成立ってゐる.

此の黙は，此迄の研究者 (Darlington& La Cuur前出)が取り上げてゐヲないJff調す可き事前

でるる.同一分裂践のー封の退色部分がJJJ々 細部構迭を異にしてゐるのは此の惑から起って来

るのでるって(第5-9園)，此の相同割問の相異は皐に反憾の程度が少し異ってゐると云ふに

過ぎない.此の事買は，同一{岡龍の車fsH包a::異にする多〈の分裂像を観察する事に依って確める

事が:P.来る.此の結論は，r何故に二三の同定では退色部分は一定であるのIC，多〈の他の回定
では形肢を謎化ずるのであらうかJと云ふ疑問a::氷解するものである (Darlington& La Cour 

1938， p. 622). 更に，和問主苦闘の退色部分に於げる些細な謹ひに基いて維部位を結論ナる事に

封して挟間a::投歩るものでるる '(Darlington& La Cour 1940). 

Darlington及び、 LaCoua (前出〉に依って指摘されたむ~I'C，退色反臨はEたの僚flHc支配され

る.即ち， f(a)核内に於ける核盟主供給の減少及び (b)共のt条件に於いて不活性遣隊子の核酸に

到する要求或は競争力の溺き事』でるる (p.210).螺腕化と云ふ事に関して， ~墨色部分は「核

散の蓄積が正常の場合，も，不足の場合も同じ長さでるる.J共故に『綾酸は螺旋化に必j存在的な関

係を有してゐない様でるるJと云ってゐる (p.209). 

然し，此の螺旋化との関係に関する結論には議論の能地がある. ツクパネサウの場合では患や

!塁事

表多
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第8図 間~l苅底辺後 20C の憶iÆ!.
務に移し換へたもの，移L換へて
後経過せるi刷用は a，l!及びcに於
いて夫々 2，5'&ぴ24時間である.

2000iif 

義
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a 
ぽ義五d 

ぷ
議

b 品ふe
 

2
持率

れ
一
世
付
制
劇
曹

常幸

語講 議
3lJ 9 盟問一蕗魂後::l00Cの怪bfxt~r~
に移し換へたもの，移し換へて後
の授過日吉n司はa，b及び C.，こ於いて，
夫今昔，2及び5時間である.

2000倍

C 

第7翻 O'Cの恒i恩務にHr時n日保って
10 C 後の'!:gi!n"¥務に診し換へたもの，
移し換へて後の経過時H日は a，1" c， O， 
e及びftζ於て夫々 0，2，4，7，9及び
48 n苦情である.2000倍

かかる著し

色部分は，少くとも反艇の最絡!{k態に於いて，相劉の長さを増してゐる.ρ柴色鵠の短院の長

さの会長に到する百分比は，常温に於いては 21-22%でるる CHaga1934).低温52理した場合

第 1闘では 38%，第2詔iの上のものでは38%，下のものでは44%f惑してゐる

い長さの増加lは，明に退色反!症に関聯せる謎化に依るものでるる.退色部分の太さは，新j切の

献態では前の研究者の云ふ如く相官減少する(第1及び5-9図工然し最f各紙態では， ~墨色部

分は染ら友い畿がった形欣を示し.第三及び第四部分K濃く染る小粒を賄在するのみでるる.
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(第2-3，5d及び7a闘〉此の二てコの事笠は，前記の結論に反して反臨した部位。虫芸能が解かれ

たか，或ひは螺旋化が不完全なj民態に在る惑を示すものでるる.最後に，最絡J/J;jj患の形欣から

4~J拐の t{:色髄は少くとも八木の糸より成るといふ推定は許さる可きものと判断せられる(:t、~ebel

1936， 1937)ν 

一-4口附

;墨色反肢は，前の研究者誌が結論した日!~に，染色般の或る特殊な部分に摂君主の蓄積が減少す

る事に依って起る. ツクパネサウの場合，共の部分はC染色憶の綬腕の末端寄りの半分部に限

られ，イ也のどの部分も低温に主j して退色反!r~; を示さない. かく，誕色反!症は特定の:ii'!，f陸部分

に同有な内的特性に基いて現はれるのであって，共の特恒が遺f~l的不許性と結びついてゐる事

は確な事と思はれる.此のj豆色部分の位置，大をさ，形駄の一定2記事は此f遺{専的分化を考へる

事に{1{つてのみ設明が可能で、ある.此の部分が末端に在ると去，Hft霞的特殊性が退色反!症とは

何等関係ない事は，介在的に後置する多くの退色部分わるる事に依ってl閃かである (Darlington

& La Cour 19却， 1941及び芳賀・倉林近刊). 更に，此の部分は仁と {iíJ等形態皐~IJ~の関係を

持たない. 此のj椋泡物でで、は， 附ド陀込f惜i控豊を有ずるD染色摺刀;辿車f結t古占}古守糸z古部E分にl唯I喰住一つのf

星るうる'

退色反肢は，外界のt条件郎ち OOCKlli:い温度で起きる事が知られてゐた.筆者の賢験で，や

L高い温度 18
0

Cから 10
0

Cvc.移す事にH'えっても現はれる事が踏められた.植物植を低混より高

温に移すと退色反応は泊先ナる.反!fQ{歌態からもとのj氏態へ筏師する強度は温度が高い格認め

られる. とれは，反臆に興ってゐる化皐盤、化の促進をと示すものと思はれる.反lIf.jに， ~墨色反l産

は温度が1まい程平く完了する.即ち OOCでは 9-10時間で最絡1!7c態辺諸するのに， 1ぴCでは 48

時間経つでも不完全な:1I、態に止ってゐる.此等の事は，拙て染色踏の退色部分の形態の謎ftを

起させる一連の化摩反躍の{y在を暗示するもので詰うる.此の{去に， ~墨色反(rfÆが突護初或は不透

私的なものではない事は，ヰザ!Jiとの!日;態から格りの日状態へとその形態態的形;状が除々に移り箆る

事を見れば明かでわる.此C知見は，核型決定及び退色反感をと基礎とした締法雑種性の結論を

行ふに哲って，特にl露霊友l関ナ可き~ ~誌を示唆するものぞある.

摘要

1.ツクパネサウ (2n=10)の退色部分について記述が属された.それは低温に於いて核酸
議t

の蓄積量をi攻守る部分でるって，C tA~色髄の短院の末端よりの午分を I~i めてゐる.他。何れの

部分も此の反!rfAを示さない.共Zコ位置，大きさ及び形状(j)一定なる惑は，共の部分が治f4t的に

分化してゐて，恐.らく不許住友部分マるらうと考へる:;:'11.にf1{って説明せられる.かくの如く，
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;墨色反臆は一方に於て遺偽(予型に文官官される現象である.

2.退色!支癒は低温に於いてのみ起り，低温;伏態より高温欣態l1:移すと消失する.共の反躍

する建度も，快復する謹度も温度に依って左右される.従って，他方から見れほ退色反躍は環

;境に支配される現象でbる.

終担に賞り，此の研究を?進める上tこ.多くの示唆と批判とを興へられた迎接部松浦教授及び、

低温fSt感研究所芳賀博士Ki梁基主主感謝を捧げる.
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'Resume 
〆

(1) A喝ifferentialsegment is described fo1' Paris tetrapoylla A. Gray (2n， 10)， which reveals 

.its under-chargin;.>; in nucleic aeid at low temperature. The 1'egion is conrined to the distal half 

of the short arm uf chromosome C. No othet segment shows differential reaction. COllstancy 

in the position， size and feature of the differential'segment should be explained by the genetical 

differentiation， very probablly inertness， of this specific se，ment. Thus diffe1'cntial l'回CtIOllis 
conditioned， on one side， genotypicaIly. 
(2) Diffe1'elltial 1'eaetioll is seell only ulldc1' the low temperaturc. Alld' it disappears shortly 

aftcr the trallsferellce from chilled to temp色lateconditioll. The rapidity in reaction and in 

revers"iou is fUllctiol1al to temperature. Accordingly， thc differenti'al reactioll is cOllditioned， 011 

thc other side， by thc c11vIl'ullmental factors. 


